
（1）事故ゼロは　団地の願い　我が誓い

編集・発行　協同組合山梨県流通センター（中央市山之神流通団地２–６–１）
ＴＥＬ（055）273–４７１１　ＦＡＸ（055）273–４７１３

No.324　令和６年12月17日広いセンター　豊かな物流

　
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
定
例

懇
談
会
は
二
〇
二
四
年
六
月
十

九
日
（
水
）
に
流
通
会
館
で
開

か
れ
、
組
合
員
・
準
組
合
員
四

十
六
人
が
参
加
し
た
。

　
最
初
に
、
当
組
合
顧
問
税
理

士
の
藤
原
千
穂
氏
か
ら
「
定
額

減
税
に
つ
い
て
」
説
明
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、
団
地
再
整
備
特

別
委
員
会
か
ら
、
阪
急
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン･

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
株
）
東
京
本
店 

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー 

佐
藤
学
氏

に
よ
る
「
新
組
合
会
館
計
画
の

実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
調

査
・
検
討
」
に
つ
い
て
の
報
告

会
が
行
わ
れ
た
。

　
藤
原
氏
か
ら
は
定
額
減
税
の

ポ
イ
ン
ト
を
、
藤
原
会
計
事
務

所
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
話
を

中
心
に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

定
額
減
税
は
令
和
六
年
度
に
税

制
改
正
で
導
入
さ
れ
た
制
度
だ

が
、
手
続
き
等
が
複
雑
で
あ
っ

た
た
め
、
相
談
が
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
。
藤
原
氏
は
定
額

減
税
を
給
与
に
反
映
し
な
い
と

「
労
働
基
準
法
違
反
」
に
も
な

り
う
る
と
し
て
、
従
業
員
を
多

く
持
つ
会
社
は
特
に
定
額
減
税

の
扱
い
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
佐
藤
氏
か
ら
は
新
組
合
会
館

計
画
実
現
に
向
け
て
の
計
画
や

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

い
た
。
令
和
元
年
度
か
ら
組
合

の
理
念
・
基
本
的
方
向
性
に
基

づ
き
、
十
年
後
の
組
合
の
あ
る

べ
き
姿
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
、
築
後
四
十
七
年
経
過
し
て

い
る
建
物
の
耐
震
性
能
や
老
朽

化
な
ど
の
問
題
の
改
善
、
防
災

機
能
向
上
を
図
り
地
域
と
の
一

体
感
を
共
有
で
き
る
組
合
会
館

を
目
指
し
、
新
組
合
会
館
計
画

を
検
討
し
て
き
た
。

　
一
方
、
近
年
の
建
築
資
材
や

人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
工
事

費
予
想
金
額
が
、
当
初
計
画
の

工
事
費
概
算
金
額
か
ら
大
幅
な

増
額
と
な
っ
た
た
め
、
建
設
計

画
、
収
支
計
画
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
と
し
た
。
来
年
度
以
降
、

団
地
再
整
備
特
別
委
員
会
に
て
、

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
調
整

及
び
収
支
計
画
、
工
事
費
増
加

に
伴
う
施
設
の
規
模
ま
た
、
既

存
組
合
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

等
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

▲藤原千穂先生

▲あいさつする中込裕理事長

▲佐藤学氏
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　第１回DX推進委員会（中込裕委員長）が、2024
年７月１日（月）に流通会館会議室で開かれた。
　DX推進委員会を立ち上げた目的は、「企業活動に
おける県内最適地としての価値を高める」という課
題の実現に向けて、ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）推進により、組合と組合員の情報共有、
連絡手段の強化を図ることにある。
　席上、各社のＤＸ化の現状を知るためのアンケー
ト調査の実施、ＤＸ推進委員会の取り組みについて
の説明、要件定義検討、ホームページのリニューア
ルについて検討を行うことなどが話し合われた。
　様々な意見や質問が飛び交う活発な論議が展開さ
れた。

　2030SDGsワークショップが６月24日（月）に流
通会館で開かれ、３社から７人が参加した。
　講師は組合員㈱アドヴォネクスト代表取締役社
長で2030SDGs公認ファシリテーターでもある井上
雅博氏が務めた。
　このワークショップは「2030SDGsカードゲーム」
を用いながら、SDGsの本質を「体験」し「理解」
することを目的としており、「お金」と「時間」を
消費して「プロジェクト活動」を実行し、参加者に
与えられたゴールの達成を目指す内容となってい
る。また、ワークショップ内の2030年の世界状況
が「世界の状況パラメーター」によって現され、一
人ひとりの行動に基づいて「経済」・「環境」・「社
会」の数値が増減していく仕組みにもなっているた
め、参加者たちは自身の目標と世界状況を意識しな
がら、プロジェクトを実行した。
　ゲーム前半は「経済」に傾いた「世界の状況パラ
メーター」だったが、後半は自分のゴール達成だけ
でなく世界状況を考えながらコミュニケーション
を取り合い、参加者全員が与えられたゴールを達成
し、偏りのないバランスの取れた世界にすることが

できた。
　参加者からは「ゲームを通じて、自分たち一人ひ
とりの行動から世界が変わっていくことを実感で
きた」「目標を達成するためには周りの人たちとの
情報共有が大切だということが分かった」などの声
が上がり、SDGsへの意識が変わる有意義なワーク
ショップとなった。

▲カードゲームを体験する参加者たち

▲話し合う委員たち

「世界の変化」を実感

企業価値の向上目指す

３社から７人が出席研修SDGs

参加者活発に意見交換第　1　回
DX推進委
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　当組合の集団健康診断が2024年８月１日（木）、
２日（金）、５日（月）、6日（火）、７日（水）の５
日間、流通会館で開かれ、46社655人が受診した。
　健診は、山梨県厚生連健康管理センターへ依頼し、
生活習慣病予防健診などの基本健診に加え、エコー
検査、腫瘍マーカーといった多数のオプション検査
項目の受け付け、手配をいただいた。今年度からオ
プション検査が糖尿病リスクと心臓疲労度チェック
の２項目増えた。また、乳がん検診を集団健康診断
と同時に行うこととなり、新たな健康診断の体制と
なった。
　会場で住友生命保険相互会社による『血管年齢測

定』野菜の摂取量を測る『ベジチェック』を実施。
今回の結果を今後の自身の健康意識向上に役立てて
ほしい。

　第25回山梨県流通センターボウリング大会は　2024年６月11
日（火）・14日（金）・21日（金）・26日（水）の４日間に予選
大会、７月10日（水）決勝大会が、甲斐市の大統スターレーン
双葉で行われた。
　今年は19社224人の参加があり、団体の１位と２位の得点差
が１点となるなど白熱したゲームが繰り広げられた。
　試合の結果、団体の部優勝は国土防災技術㈱B、準優勝は㈱
マルモA、３位は日医工山梨グループCとなった。
　個人の部では、神田好彦さん（㈱マルモ）が２ゲームトータ
ル353で優勝となった。

上位（3位まで）の結果は次の通り。

▲視力検査を受ける従業員

団体優勝は国土防災

46社、655人が受診

個人は神田さん１位ボウリング
大　　　会

健康意識の向上期待集団
健診

▲団体の部優勝 国土防災技術㈱Ｂ

◀個人の部優勝
　神田好彦さん
　（㈱マルモ）

団体の部（2ゲームトータル） ※敬称略
順　位 会社名 メンバー スコア

優勝 国土防災技術㈱B 桑原、樋口、山本、安藤 １１８３

準優勝 ㈱マルモA 神田、穐山、小林、村松 １１８２

3位 日医工山梨グループC 五十嵐、相場、大久保、早川 １１７４

個人の部（2ゲームトータル） ※敬称略
順　位 氏　名 会社名 スコア

優勝 神田好彦 ㈱マルモ ３５３

準優勝 村上佑介 ㈱オオキ ３４４

3位 安藤はる美 国土防災技術㈱ ３４０

▲団体の部準優勝 ㈱マルモＡ
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　DXセミナーが2024年９月３日（火）に開かれ８
社18人が参加し、オンラインからは30人が参加した。
　講師は、日本マイクロソフト㈱ コーポレートソ
リューション営業統括本部 チャネルパートナー営
業本部 パートナーディベロップメントマネー
ジャーの加藤聖也氏。『Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが考え
るＤＸの必要性と第１歩～ＤＸでは何ができるのか
～』をテーマに講演された。
　加藤氏は、ＤＸとは「デジタル化により社会や生
活の形・スタイルが変わること（より良くするこ
と）」で「生産性の向上」に繋がることと説明。日
本の生産年齢人口減少が進む今、DXを活用してい
くことが重要だと語った。そこでDX導入の初歩的
ツールとして、Copilotの活用方法などをデモンスト

レーションで紹介され、資料の読解・要約、指示通
りに画像・動画を作製、翻訳・意訳、情報・データ
の処理など様々な活用方法を説明し、セミナーを終
えた。

　当組合の納涼懇親会が2024年７月19日（金）甲府
記念日ホテルで開かれた。多くの来賓を招き、組合
員、準組合員、来賓、事務局含めて65人が出席し、
終始にぎやかな会となった。
　今年は夏、日本に飛来する夏鳥をテーブル名とし、

『カワセミ』のほか10卓が並んだ。
　開会に当たり中込理事長は「ここ数年、組合会館
の建て替えの検討を行ってきたが、昨今の建築資材
の高騰・人件費の高騰による建築費概算予想金額が
増加となり、引き続き皆様方のご意見をお聞きし、

検討を行いたいと考えている。今年度は、組合と準
組合員の情報共有システムを導入するためにDX委
員会を立ち上げて、事務局の業務の洗い直しを行い、
さらに組合員のDXへの取り組みの状況把握のため
にアンケートを実施したい」と話された。
　来賓を代表して山梨県産業政策部有泉清貴部長と
中央市望月智市長から祝辞をいただき、乾杯の発声
を山梨県中小企業団体中央会栗山直樹会長からいた
だいた。出席者たちは料理や酒を楽しみながら歓談
し、懇親をさらに深めた。

▲懇親を深める出席者たち▲

▲zoomを利用したセミナー

出席者、にぎやかに交流

DXセミナー生産性向上へ

会館の建て替え等話題に納　涼
懇親会

さまざまな活用方法学ぶセミナー
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　コミュニケーションセミナーが2024年９月26日
（木）に流通会館で開かれ、５社から16人が参加した。
　講師は、未来と翼合同会社代表社員の石黒仁氏が
務めた。
　このセミナーは「動機づけ面接」のエッセンスか
ら対話力を高め、職場や家庭においてお互い良き
パートナーとして成長をサポートすることを目的と
し、参加者は実際に２人１組になり、動機づけ面接
のコツの習得に努めた。
　「動機づけ面接」とは、
目標に向かい変わろうと
する人の自発的な行動と
変化を促すための手法で
あり、聞き手が相手の話
す出来事や感情を聞き返
すことなどで、話し手自

身が思っていることを深く考えるきっかけに繋がる
ことが可能である。
　受講者は、「実際に体験的にコミュニケーション
をとったことで、自分の考えを客観的に捉えること
ができた」「変わることへの自信がどんどん大きく
なっていった」など、動機づけ面接の効果を実感し
たセミナーとなった。

▲石黒仁氏 ▲動機づけ面接を実践する参加者

「面接」の効果を実感
２人１組でコツを習得COM

セ　ミ

「ツアー計画」に挑む

基本的なマナーなど確認
新入社員フォローアップ研修

　新入社員フォローアップ研修が2024年10月10日
（木）、11日（金）の両日、流通会館で開かれ、８社
14人が参加した。
　講師の㈱学宣の鬼塚啓介先生は、４月の新入社員
研修から半年が経過した自身の行動を振り返らせ、
そこから更なるブラッシュアップを図るため、問題
意識の向上、ビジネスマナーの再チェック、２年目
を迎えるまでの残り半年間の行動計画を立てさせた。
　研修の中で鬼塚講師は、問題意識向上のため創造
的発想法と呼ばれる手法を用いて、受講者が旅行会
社の社員となりお客様に向けた旅行プランを提案す
るよう課題を出した。受講者たちは各々話し合いな

がら、グループAは『この冬！子どもの頃の夢を叶
えるフィンランドツアー』、グループBは『2026年ア
メリカ大陸満喫ツアー』、グループCは『推し活旅行、
四国ツアー』といった独創的な旅行プランを考案し、
発表しあった。
　研修を受け受講者たちは、「基本的なマナー、思
考を再確認できて有意義な研修だった」「グループ
ワークが多く、講義で学んだことを実践することで
理解が深まった」など、受講者同士協力し合いなが
ら課題を乗り越えていき、今後に生かせるセミナー
となった。

▲グループＣ▲グループＢ▲グループＡ
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　中堅社員研修が2024年10月８日（火）、10日（木）、
16日（水）、18日（金）の４日間開かれ、組合員４社
７人が参加した。講師に山梨県職業能力開発協会の
山田圭太氏を招き、中堅社員に求められる立場と役
割について事例や実体験をもとに解説をいただいた。
　中堅社員は『職務の完全遂行』『上司の補佐』『メ
ンバー・後輩への指導・助言』『業務の改善』『連
携・協調』の５つの役割を持つという。参加者はグ
ループワークを通して、これらの役割を実践するた
めの具体的な方法を学び、中堅社員としての更なる
成長と貢献を目指して取り組む意欲を高めた。

　インフルエンザ予防接種が2024年10月29日（火）、
30日（水）、31日（木）、11月11日（月）に、医療法
人啓徹会 昭和・市川メディカルクリニックの協力
により、組合員・準組合員従業員とそのご家族を対
象に行われ、738人が接種した。
　国内のインフルエンザの流行は例年11月から12月
にかけて始まるのが一般的とされているが、コロナ
が収束し始めた昨年度から流行の時期が早まってい
るという。今年も早期の流行が予測されているため、
早めの対策が必要だ。

　組合員・準組合員従業員とそのご家族を対象にし
たディズニーランド日帰りバスツアーを2024年６月
15日（土）に実施した。実に５年ぶりに行われたバ
スツアーで、８社から42人と多くが参加し、にぎや
かなツアーとなった。
　日中は天気に恵まれ、参加者は家族や友人、同僚
と夢の国を満喫した。事務局は、来年度も当組合の
福利厚生事業として同様のツアーを計画したいと考
えており、開催する場合は、多くの皆様に参加いた
だきたい。

　2024年７月、組合が毎年、計画的に購入している
防災備品の増加に伴い、流通会館展示場北側に海上
コンテナ利用の防災倉庫を増設（５棟目）した。こ
の防災倉庫には主にテント、寝袋、毛布などを備蓄
している。災害が発生し、いざ必要となる時に備え、
組合員の「安全」と「安心」を確保していきたい。

成長への意欲高まる

５年ぶり日帰りツアー 防災倉庫新たに設置
ディズニーランド楽しむ

連携・協調等の役割果たす中堅
社員

738人が受けるインフル　
予防接種
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　営業職採用戦略セミナー「営業職を惹きつける採
用戦略と企業に合った手法の探求」を、中央市商工
会共催、山梨県商工会連合会協力のもと、2024年10
月21日（月）に流通会館で開いた。
　講師はファンづくりカンパニー㈱代表取締役の篠
塚大輔氏が務め、16社25人が参加した。
　篠塚氏は「候補者は応募する前に、自分が適任か、
自分の価値観にフィットする会社かそうでないかを
判断するため、採用側は仕事内容・目的・目標・責
任・権限の範囲・人との関わりなどの候補者が知り
たい内容を発信することで採用の確率が上がる」と
推奨した。

　また、求人採用を広告で行う際のさまざまな採用
手法を紹介し、その中で「自社に合った採用手法を
見つけ、企業の社風や特徴、従業員のスキルや雰囲
気を言語化することが大切だ」と語った。
　最後に今すぐにできる情報発信として「マーケティ
ングの4P　紹介文」を紹介し、セミナーを終えた。

採用手法は自社流で
社風や特徴を前面にセミナー

全国卸商業団地企業年金基金よりお知らせ

▲講演する篠塚大輔氏
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事故ゼロは　団地の願い　我が誓い

　６月の頃だろうか。店頭からコメが消えた。突然のこ
とで何が原因なのか詳しい報道もなかった。わが家は２
人だけの生活でコメの消費も多くはないのでしばらくは
呑気に構えていたのだが、そうも言っていられなくなり
あちこちの店をあたる事態となった。何故、こんなこと
になったのか。おそらくは政府のコメ消費量の見込み違
いだろう。問題を明らかにするため、日本の食糧事情に
ついて改めて考えてみた。
　農水省の統計では2023年の食糧自給率はカロリーベー
スで38％である。主要先進国の中では最低とされる。カ
ナダは233％、オーストラリアは169％、フランスは
131％、アメリカは121％と続く。ただ、日本の場合、カ
ロリーベースの考え方は実態にそぐわないと言う指摘が
ある。カロリーベースでは国内の畑で採れた農産物は国
内産とされるが、東大大学院の鈴木宜弘教授は、農産物
を生産する上で畑にまいた種は、また、それを育てるた
めの肥料はどこから来たのか、あるいはビニールハウス
で使用する灯油はどこから、と言うことまで自給率に換
算するとせいぜい10％程度であると言う。
　いずれにせよ、低い自給率には食生活の変化とか農業
人口の減少など考え得る原因はいくつかあるのだろうが、
この状況に至ったのに政府の食糧政策が無関係であるは
ずがない。世界の人口は80億人を突破し慢性的な食糧不
足にあると言われ、これは更に進むと考えられている。
今後、食糧輸入価格は上昇することが見込まれるだろう
し、日本の円安はそれに拍車をかけることになる。加え
て、世界はますます不穏な状況となり食料輸入先の国々
からいつまでも安定して輸入できるかは見通せない。中
国は日本にとって第２の食糧輸入国であり、万一、中国
との間に紛争が生じたりすれば軍事以上に食糧が重大問
題となる可能性が高い。食糧の多くを輸入に頼る日本に
とって、この実情に政府や国会が無関心でいるとすれば、
それは問題外と言える。
　また、日本の飢餓人口は、それと表裏にある年収127
万円以下の貧困率で見ると15.7％、６人に一人とされ、
先進国と言うには程遠い実態である。こんな国が食糧を
輸入できなくなったら、国民はどう生活すればいいのか。
イモでも植えて三食イモで過ごすなどと言う冗談めいた
話もあるようだが、まさかそうなっても仕方がないなど
とは誰も思わない。その国が真に独立国と言えるには国
民生活の安定がまず第一であり、食糧供給の安定確保は
何よりも優先されるべき課題であろう。
　政府は食糧自給率の目標を2030年度で45％（カロリー
ベース）としているが、現状では既にその目標の達成は
極めて困難との見通しがある。１年ほど前、この稿で日
本の債務についての問題を取り上げ、将来への懸念を述
べた。食糧問題も同様に国にとって大きな課題であり、
軍事力の強化以上に国の存立に関わる重大問題になるか
もしれない。
 （M）

かいがね

　◆６月　　　　
 １日　　　フォークリフト運転技能講習会（９日迄）
 ４日　　　正副理事長会議
 11日　　　ボウリング大会予選開始
 12日　　　リサイクル、一斉清掃
 15日　　　ディズニーランドバスツアー
 19日　　　定例懇談会
 20日　　　ＬｏＭＡの会
 24日　　　2030SDGsワークショップ
　◆７月
 １日　　　ＤＸ推進委員会
 ２日　　　正副理事長会議
 ４日　　　理事会
 ４日　　　廃蛍光管処分
 ９日　　　東ブロック懇談会
 10日　　　ボウリング大会決勝
 12日　　　リサイクル、一斉清掃
 19日　　　納涼懇親会
 20日　　　ＬｏＭＡの会 山梨・静岡青年部交流会
 23日　　　南ブロック懇談会
 26日　　　北ブロック懇談会
　◆８月
 １日　　　集団健康診断（７日迄）
 ６日　　　正副理事長会議
 ９日　　　リサイクル、一斉清掃
 22日　　　西ブロック懇談会
　◆９月
 ２日　　　ＬｏＭＡの会
 ３日　　　正副理事会
 ３日　　　ＤＸセミナー
 12日　　　リサイクル、一斉清掃
 20日　　　北ブロック懇談会
 26日　　　コミュニケーションセミナー
　◆10月
 １日　　　正副理事長会議
 ２日　　　研修厚生委員会
 ３日　　　総務委員会
 ５日　　　北ブロック懇談会
 ７日　　　ＤＸ推進委員会
 ８日　　　中堅社員研修（18日迄）
 10日　　　新入社員フォローアップ研修（11日迄）
 15日　　　リサイクル、一斉清掃
 16日　　　ＢＣＰ対策会議
 21日　　　営業職採用戦略セミナー
 29日　　　インフルエンザ予防接種（31日迄）

「事務局日誌」　〜 ６〜10月の主な会議等 〜

組合員の加入・脱退
組合員名 加入・脱退の別 住所

東亜資材工業㈱
甲府営業所 脱退 中央市山之神

流通団地2-1-1

組合員変更事項
準組合員名 変更前 変更後

㈱ミツウロコ
ヴェッセル山梨

代表取締役社長
　田井　海舟

代表取締役社長
　山内 秀徳

準組合員の加入・脱退
準組合員名 加入・脱退の別 住所

㈱ワイ・イー・エス 脱退 中央市山之神
流通団地3-3-1

髙野副理事長、県政功績者に
　当組合副理事長　㈱吉字屋本店　
代表取締役社長　髙野孫左ヱ門氏が
産業部門の県政功績者を受彰された。
誠におめでとうございます。▲県政功績者受彰


